
平成２６年度 

「中小企業の診断及び助言に関する実務の事例Ⅰ」の出題の趣旨 

 

 

第 1問（配点 20点） 

 研究開発型企業として事業を展開している A 社のような中小企業が増加している今日の

経営環境の変化に関する基本的理解力・分析力を問う問題である。 

 

 

第 2問（配点 20点） 

 精密ガラス加工メーカーである A 社と A 社をサプライヤーとして採用している取引先と

の関係に焦点をおいて、創業期から A 社が長期間にわたって主力製品を確立することがで

きなかった理由に関する基本的理解力・分析力を問う問題である。 

 

 

第 3問（配点 20点） 

 2 度のターニングポイントを経て研究開発型企業へと成長を遂げてきた A 社が、事業領

域の拡大に伴って、いかなる組織管理上の課題に直面することになったのかに関する分析

力・課題発見力を問う問題である。 

 

 

第 4問（配点 20点） 

 A社の現在の主力製品である OEM製品の理化学分析用試験管の量産体制において、過去

と比較して、近年その良品率が著しく改善されている理由に関する分析力・原因究明力を

問う問題である。 

 

 

第 5問（配点 20点） 

 研究開発型中小企業としての強みを強化するために採用した、専門性の高い研究職従業

員のモラールおよびモチベーションを高め、継続的に雇用していくための方策に関する助

言能力を問う問題である。 

 

 

以上 

 


